
【2025年最新】LiPro評価基準（宅建の通信
講座） 

  
LiProでは宅建の通信講座ランキング作成において、評価基準を作成いたしました。 

 

 

当サイトは広告収入を元に運営されています。ユーザーの皆様に公正、かつ、正確な情報をお届けするため
に、広告にあたる商品・サービスには「PR」や「スポンサードリンク」などの記載をすることを遵守しています。 
「選び方」で紹介している情報は、必ずしも個々の商品の安全性・有効性を示しているわけではありません。
商品を選ぶときの参考情報としてご利用ください。 

調査概要 
 

調査方法 調査した宅建の通信講座を確認 

調査実施期間 2025年1月26日～1月27日 

 

1. 評価基準の設定の流れ 
評価基準の設定の流れは以下の通りです。 
 

1.​ 各宅建の通信講座の公式サイトを確認 
2.​ 評価基準の項目について調査 
3.​ 評価基準をもとに評価をする 

1-1. 各宅建の通信講座の公式サイトを確認 
調査する宅建の通信講座の公式サイトにて、サービスの内容等を確認しました。 



1-2. 評価基準の項目について調査 
評価基準（「受講費用の安さとコストパフォーマンス」「講義・講師」「教材の見やすさと充実度」「サ

ポート内容」「合格実績」）の5項目に関して、宅建の通信講座の公式サイトの情報を調査しまし

た。 

1-3. 評価基準をもとに評価をする 
調査した情報を確認して、評価基準をもとに評価をしました。 

2. 評価基準 
評価基準（「受講費用の安さとコストパフォーマンス」「講義・講師」「教材の見やすさと充実度」「サ

ポート内容」「合格実績」）の5項目において、1〜5までの評価基準を設定いたしました。 
 

項目 評価1 評価2 評価3 評価4 評価5 

受講費用の安

さとコストパ

フォーマンス 
50万円以上 30万円以内 20万円以内 10万円以内 5万円以内 

講義・講師 

説明が寛容で難

解、またはわかり

にくい、受講生が

理解に苦しむ場

面が多い。質問

への対応もなく、

フォローアップも

期待できない。 
講義時間が非常

に不足しており、

試験合格に必要

な内容がカバー

されていない。 
講義は視聴方法

が限定的で、受

講生の学習ペー

スに合わせた柔

軟性がない。 

講義内容が複雑

で理解に時間が

かかり、説明が

十分でない部分

も多い。 
講義時間数は重

要な項目であっ

ても十分に時間

がかからず、内

容の深さが不足

している。学習者

が追加の参考書

や講義を必要と

するレベルであ

る。 
講義は視聴方法

が限られており、

スケジュールの

調整が難しい。 

基本的な説明は

分かりやすい

が、複雑な内容

に関しては理解

に時間がかかる

場合もある。 
講義時間数は、

必要最低限​​の内

容がカバーされ

ており、試験対策

としては成り立っ

ているが、少し時

間が欲しいと感じ

られる箇所もあ

る。 
1講義は、30分

以上であり集中

して受講する必

要がある。 

講師の説明も比

較的わかりやす

く、質問に対して

も適切なフォロー

がある。 
必要な内容はほ

ぼ網羅されてお

り、試験に適切な

時間が確保され

ている。 
1講義は30分程

度で集中して受

講する必要があ

る。 

講師の説明が具

体的で、難しい概

念もわかりやす

い。 
試験に必要な知

識を十分にカ

バーするだけの

講義時間が設け

られ、内容が充

実している。 
1講義が15分程

度でスキマ時間

でも学びやすい。 



教材の見やすさ

と充実度 

文字が多すぎて

理解に時間がか

かり、図表やシナ

リオがほとんどあ

りません。 
試験範囲を十分

にカバーしておら

ず、学習内容が

かなり限定され

ている。 

図表やイラストが

少なく、複雑な内

容の説明が足り

ない。 
基本的な内容が

不足している箇

所があり、徹底

的に不足してい

る。 
過去問や演習問

題も少なく、追加

の参考資料が必

要である。 

レイアウトがやや

シンプルで、図表

が少ないため複

雑な内容を理解

するために工夫

が必要である。 
基本的な内容は

カバーされている

が、深掘りは不

足している。 
動画講義、Web
テキスト、紙テキ

ストのうち1つは

用意されており、

学習方法が限ら

れる。 

基本的なレイア

ウトが整ってお

り、図表やイラス

トが適切に配置

されている。 
試験範囲を網羅

し、過去問や基

本的な演習問題

もある。 
動画講義、Web
テキスト、紙テキ

ストのうち2つは

用意されており、

学習方法が限ら

れる。 

レイアウトやフォ

ント、図表がよく

整理されており、

視覚的にわかり

やすい。 
試験範囲を完全

に網羅しており、

基本から応用ま

での内容がバラ

ンスよく含まれて

いる。 
動画講義、Web
テキスト、紙テキ

ストの3つが用意

されており、隙間

時間でも学びや

すくなっている。 

サポート内容 

質問ができない、

または対応が遅

く、回答も検討で

理解ができない。 
進捗管理や学習

計画サポートが

一切なく、自己管

理が必須。 
模擬試験や直前

対策が一切なく、

個別のフォロー

や脆弱性克服の

サポートもなく、

受講生が自力で

対策する必要が

ある。 

有料でしか質問

ができない。 
学習進捗管理や

確認テストはな

く、学習計画も自

己管理が必要で

ある。 
模擬試験や直前

対策がないか、

内容が非常に限

定的である。 
個別サポートや

弱点がないた

め、試験直前の

フォローが期待

できない。 

無料で質問は可

能だが回数制限

があり、回数を超

えた質問はでき

ない。 
進捗管理ツール

や確認テストは

あるが、サポート

は受講生の自主

依存している部

分が多い。 
模擬試験や直前

講座があるが、

個別サポートや

特定分野の補強

は期待できない。 

無料でできる質

問の回数は制限

されているが、有

料で追加で質問

も可能である。 
基本的な進捗管

理ツールがあり、

自分で学習状況

を管理しやすい。 
模擬試験や直前

対策も用意され

ており、最後の総

仕上げに備えて

いる。個別対応

は一部である。 

質問は無制限で

可能であり、理解

に必要な追加の

説明も提供され

る。 
進捗管理や学習

計画の進め方支

援があり、学習を

計画的に進めら

れるサポート体

制が整っている。 
試験直前対策や

模擬試験の実

施、苦手分野を

克服するための

個別サポートが

充実している。 



合格実績 

合格率が非常に

低く、合格者がほ

とんど出ていな

い、または確認

できない。 
講座としての効

果が見られない

レベルである。 
合格実績に関す

る情報が一切な

く、公開データや

受講生の体験談

も記載されてい

ない。 

合格率が低め

で、受講生の多く

が合格に到達し

ていない。 
業界の中でも合

格実績が劣り、

合格者数も少な

い。 
合格実績につい

ての記載はない

が、合格者の声

は少しだけ掲載

されている。 

受講生の合格率

は平均的で、可

もなく不可もない

実績。 
一定の合格者が

出ているが、特

筆すべき高さで

はない。 
合格者の声は記

載されているが、

合格率は掲載さ

れていない。 

受講生の合格率

が高く、信頼でき

る実績が示され

ている。 
公開された合格

実績に一定の具

体性があり、信

頼できるデータと

して確認できる。

受講生の口コミ

や評判も良く、一

定の合格者数が

いる。 

受講生の合格率

が非常に高く、講

座の効果が統計

的に証明されて

いる。 
公開されている

合格実績に具体

的なデータ（年度

ごとの合格者数

や割合）があり、

信頼性が高い。 
講座のホーム

ページや受講生

の体験談などが

掲載されている。 

2-1. 受講費用の安さとコストパフォーマンス 
宅建の通信講座ごとに受講費用の安さとコストパフォーマンスを5段階で評価しました。 

2-2.講義・講師 
宅建の通信講座によってさまざまな講義が実施され、講師が在籍しています。講師の説明が具

体的で、難しい概念もわかりやすいかどうか、試験に必要な知識を十分にカバーするだけの講義

時間が設けられ、内容が充実しているかどうか、1講義がスキマ時間でも学びやすいかどうかを

評価の基準としました。 

2-3. 教材の見やすさと充実度 
宅建の通信講座によって、教材の見やすさと充実度が異なります。レイアウトやフォント、図表が

よく整理されており、視覚的にわかりやすいかどうか、試験範囲を完全に網羅しており、基本から

応用までの内容がバランスよく含まれているかどうか、動画講義、Webテキスト、紙テキストの3
つが用意されているかどうかを評価の基準としました。 

2-4. サポート内容 
宅建の通信講座によって、受けられるサポート内容が異なります。質問は無制限で可能であり、

理解に必要な追加の説明も提供されるかどうか、進捗管理や学習計画の進め方支援があり、学

習を計画的に進められるサポート体制が整っているかどうか、試験直前対策や模擬試験の実

施、苦手分野を克服するための個別サポ－トが充実しているかどうかを評価の基準としました。 



2-5. 合格実績 
宅建の通信講座によって、合格実績を公開している場合としていない場合があります。受講生の

合格率が非常に高く、講座の効果が統計的に証明されているかどうか、公開されている合格実

績に具体的なデータ（年度ごとの合格者数や割合）があり、信頼性が高いかどうか、講座のホー

ムページや受講生の体験談などが掲載されているかどうかを評価の基準としました。 

3. 調査した宅建の通信講座 
今回調査したのは下記の宅建の通信講座です。 
 

宅建の通信講座 公式サイト 

アガルート 公式サイト 

フォーサイト 公式サイト 

スタディング 公式サイト 

ユーキャン 公式サイト 

LEC 公式サイト 

クレアール 公式サイト 

ヒューマンアカデミー 公式サイト 

資格スクール大栄 公式サイト 

日建学院 公式サイト 

資格の大原 公式サイト 

資格のキャリカレ 公式サイト 

資格スクエア 公式サイト 

TAC 公式サイト 

 

https://www.agaroot.jp/takken/
https://www.foresight.jp/takken/
https://studying.jp/takken/
https://www.u-can.co.jp/%E5%AE%85%E5%BB%BA/
https://www.lec-jp.com/takken/
https://www.crear-ac.co.jp/takken/
https://haec.athuman.com/shop/g/g1232T037/
https://www.daiei-ed.co.jp/takken/
https://www.ksknet.co.jp/nikken/guidance/housing/index.aspx
https://www.o-hara.jp/course/takken
https://www.c-c-j.com/course/status/takken/rn/
https://www.shikaku-square.com/takken
https://www.tac-school.co.jp/kouza_takken.html
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